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表紙：
『東海道五十三次・瀬戸内海』から「音戸瀬戸」
水島爾保布 著・画　金尾文淵堂　大正 9（1920）年
19cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/960963/162

（モノクロ画像）

1	

笑
う
人
々

	

―
『
ニ
コ
ニ
コ
写
真
帖
』　

	　

		

今
月
の
一
冊　

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
か
ら

6	

関
西
館
書
庫
棟
探
訪

16	

第
55
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告

	

新
た
な
貴
重
書
の
ご
紹
介

26	
国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す　
ｎ
ｏ
．
８

	

Contents

no. 713 / 714
September /October 

2020

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/960963/162


笑う人々―『ニコニコ写真帖』

山 本 俊 亮

国立国会図書館の蔵書から

「
俺
ま
で
ニ
コ
ニ
コ
へ
引
張
り
出
す
の
か
ウ
ム
…
…
」

（
頭
山
満
）

　

明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
、
日
本
の
近
代
史
に
残
る

一
つ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
。
明
治
天
皇
暗
殺
計
画
が

あ
っ
た
と
し
て
幸
徳
秋
水
ら
日
本
全
国
の
社
会
主
義

者
や
無
政
府
主
義
者
が
一
斉
に
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
、

そ
の
う
ち
12
名
が
処
刑
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
大
逆
事

件
」
で
あ
る
。
日
露
戦
争
後
の
不
況
と
社
会
不
安
の

中
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
無
政
府
社
会
主
義
運
動

と
そ
の
ひ
と
つ
の
結
論
と
し
て
の
「
大
逆
事
件
」
を

受
け
た
当
時
の
人
々
の
衝
撃
は
計
り
し
れ
な
い
。
そ

ん
な
不
安
な
時
代
に
ひ
と
つ
の
雑
誌
が
創
刊
さ
れ

た
。
雑
誌
『
ニ
コ
ニ
コ
』
で
あ
る
。

　

雑
誌
『
ニ
コ
ニ
コ
』
は
、
不
動
貯
金
銀
行
の
設
立

者
で
あ
る
牧
野
元
次
郎
ら
を
中
心
と
し
た
ニ
コ
ニ
コ

倶
楽
部
が
創
刊
し
た
。
不
動
貯
金
銀
行
と
は
、
三
年

貯
金
と
い
う
今
で
い
う
定
期
預
金
の
仕
組
み
で
成
功

し
、
当
時
の
日
本
随
一
と
い
わ
れ
た
貯
金
銀
行
で
あ

る
。
日
本
各
地
に
支
店
を
持
ち
、
現
在
で
も
そ
の
建

物
が
残
っ
て
い
る
場
所
も
あ
る
。
そ
の
銀
行
経
営
の

傍
ら
、
牧
野
元
次
郎
は
旅
先
で
大
黒
天
の
木
像
に
出

会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
君
の
恩
、
親

の
恩
、師
の
恩
の
三
つ
の
恩
を
忘
れ
な
い
こ
と
」、「
腹

を
立
て
ぬ
こ
と
」
や
「
嘘
を
つ
か
ぬ
こ
と
」
と
い
っ

た
五
カ
条
を
守
る
こ
と
で
大
黒
天
の
加
護
を
受
け
る

「
ニ
コ
ニ
コ
主
義
」
を
標
榜
し
、
そ
れ
を
広
め
る
た

今 月 の 一 冊

ニコニコ写真帖　第1輯
ニコニコ倶楽部　大正1　50p ; 18×27cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1087212

（モノクロ画像）

俺までニコニコへ引張り出すのかウム……
頭山満

※本稿に掲載した写真のうち特に記載のないもの
は、『ニコニコ写真帖』掲載のもの
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め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ

と
つ
、
雑
誌
『
ニ
コ
ニ
コ
』
は
、
著
名
人
の
ニ
コ
ニ

コ
笑
顔
の
写
真
を
掲
載
し
、
編
集
主
幹
の
松
永
敏
太

郎
に
よ
っ
て
硬
軟
織
り
交
ぜ
た
紙
面
づ
く
り
が
な
さ

れ
て
い
た
。
探
訪
記
者
の
松
崎
天
民
等
が
記
事
を
執

筆
し
た
。
そ
の
雑
誌
『
ニ
コ
ニ
コ
』
の
姉
妹
編
と
し

て
発
行
さ
れ
た
の
が
『
ニ
コ
ニ
コ
写
真
帖
』
で
あ
る
。

　
『
ニ
コ
ニ
コ
写
真
帖
』
は
、
著
名
人
や
ニ
コ
ニ
コ

倶
楽
部
の
会
員
の
笑
顔
の
写
真
を
集
め
た
写
真
帖
で

あ
る
。
歴
史
の
教
科
書
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
当
時

の
著
名
人
の
写
真
は
か
し
こ
ま
っ
た
厳
し
い
顔
つ
き

の
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
写
真
帖
に
は
皇
族

の
写
真
、
渋
沢
栄
一
や
高
橋
是
清
、
後
藤
新
平
、
政

財
界
の
重
鎮
、
ま
た
東
郷
平
八
郎
、
寺
内
正
毅
の
よ

う
な
軍
人
、
巌
谷
小
波
、
森
鴎
外
等
の
文
人
の
ニ
コ

ニ
コ
笑
顔
に
加
え
、
日
本
に
お
け
る
国
家
主
義
運
動

の
草
分
け
的
存
在
の
玄
洋
社
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た

頭
山
満
の
笑
顔
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中
に

は
、
加
藤
弘
之
の
よ
う
に
、
一
見
、
笑
顔
に
は
見
え

な
い
写
真
が
あ
る
の
も
興
味
深
い
。

（右）牧野元次郎の肖像。下に書かれているのは「に
こにこ座右銘」

（左）不動貯金銀行京都支店（現 SACRA ビル）
『ニコニコ風景図鑑』誠賢堂書肆　昭和 6

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1112194/54

（右）「将軍の笑顔」「珍中の珍」と題された集合写真。右から山本権兵衛、伊東祐亨、井上良馨、東郷平八郎
（左）加藤弘之

※旧字は新字に、繰り返し符号は直前の文字に置き換えた。
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（右から）渋沢栄一、高橋是清、後藤新平
出かける前というシチュエーションが多い

（右上）軍服姿の森鴎外
（右下）与謝野晶子
（上）巌谷小波。右上の二人は博文館の編集者浅田江村（右）、坪谷水哉（左）
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ニコニコよもやま話

ニコニコ倶楽部は大正2（1913）年に「にゃんにゃん

展覧会」という猫の展覧会を上野精養軒で実施したり、

大正5（1916）年に当時としては珍しかった飛行機に

着目し、著名な飛行家坂本寿一が操縦する飛行機の同

乗者を一般から女性限定で募集し、東京の上空をフラ

イトして、5円の勧業債券、雑誌『ニコニコ』1年分の

購読券や大黒天像が当たる1万枚の「福券」を散布す

るという企画を行ったりするなど、宣伝活動にも余念

がなかったようである。

牧野元次郎と教育、学術界との関係も興味深い。昭和

5年の共立女子薬学専門学校の設立時には資金面で援

助した。また、心霊研究との関係では、千里眼事件（注）

の当事者であり、『透視と念写 』の出版によって、東

京大学を辞職する福来友吉への支援が興味深い。資金

面での援助とともに、『ニコニコ』の編集顧問の肩書を

与えている。福来は東京大学の休職を命じられた直後

の大正2（1913）年12月の第35号に「余と千里眼問題」 

を執筆している。

ニコニコ行事の順序（抜粋）

（一）先ず神前に向かって三度拍手し、力を下腹部に入れ、

猛烈に振魂を行うこと。（眼を閉ぢ手を十字に組み合せ、

ニコニコの大神と唱へつつ、上下に振ひ動かすこと凡そ

十分間）

（二）次に自己暗示を唱ふること。

　　一、身体は健康！（力を入れて一度唱へ姿勢を正う

すること）

　　二、精神は鞏固！（きょうこ）

　　三、事業は成功！

（三）次に三回気合を掛けること。

　　　イーエツ、エーイツ

（四）次に四回深呼吸を為すこと。

　　　先づ気を吐き、仰向けとなりて鼻より十分に気を

吸ひ込み、然る後、気を吐き出すこと、但し四回目の終

には吸ひ込みたる気を吐き出ださず其儘呑み込み置くこ

と（以下省略）

「ニコニコ倶楽部の飛行準備」『風俗画報』478 号　
東洋堂　1916.3< 請求記号 雑 23-8> 口絵

　
「
ニ
コ
ニ
コ
主
義
」
は
、牧
野
元
次
郎
の
伝
記
『
牧

野
元
次
郎
』
で
武
者
小
路
実
篤
が
書
い
て
い
る
よ
う

に
「
無
政
府
主
義
の
思
想
か
ら
、
大
反
逆
事
件
が
起

つ
た
時
分
な
の
で
、
氏
は
自
分
の
思
想
で
、
さ
う
云

ふ
危
険
思
想
に
か
ぶ
れ
る
人
々
に
、
氏
一
流
の
楽
天

主
義
を
教
へ
て
、
所
謂
思
想
善
導
を
目
的
に
し
た
」

と
い
う
こ
と
か
ら
、
単
純
な
楽
天
主
義
だ
け
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
雑
誌
『
ニ
コ
ニ
コ
』
に
不
動

貯
金
銀
行
で
行
わ
れ
て
い
た
「
ニ
コ
ニ
コ
主
義
」
に

基
づ
い
た
「
ニ
コ
ニ
コ
行
事
」
の
内
容
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
（
上
コ
ラ
ム
参
照
）。
例
え
ば
、「
力
を
下
腹

部
に
入
れ
、
猛
烈
に
振
魂
を
行
う
こ
と
。（
眼
を
閉

ぢ
手
を
十
字
に
組
み
合
せ
、
ニ
コ
ニ
コ
の
大
神
と
唱

へ
つ
つ
、
上
下
に
振
ひ
動
か
す
こ
と
凡
そ
十
分
間
）」

な
ど
、
単
純
に
「
ニ
コ
ニ
コ
」
と
笑
う
だ
け
で
は
な

い
迫
力
あ
る
行
事
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
も

そ
も
明
治
28
（
１
８
９
５
）
年
の
三
国
干
渉
に
憤
慨
し
、

「
国
辱
を
雪
」
ぎ
、
国
力
の
充
実
を
図
る
た
め
に
貯

金
銀
行
事
業
に
一
生
を
捧
げ
る
決
意
を
し
た
と
後
に

書
い
た
よ
う
に
、
牧
野
元
次
郎
は
単
な
る
楽
天
主
義

者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、『
ニ
コ
ニ
コ
写
真
帖
』
の
本
誌
、雑
誌
『
ニ

コ
ニ
コ
』
に
関
す
る
夏
目
漱
石
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
本

稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。
夏
目
漱
石
の
随
筆
『
硝
子

戸
の
中
』
で
は
、
あ
る
雑
誌
社
か
ら
の
写
真
撮
影
の

依
頼
の
話
が
語
ら
れ
る
。「
私
は
此
の
雑
誌
と
丸
で

関
係
を
有
つ
て
居
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
も
過
去
三
四

1

3

2

※本コラムの枠線は『ニコニコ写真帖』の目次枠線より
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年
の
間
に
一
二
冊
を
手
に
し
た
記
憶
は
あ
つ
た
。（
中

略
）
け
れ
ど
も
其
処
に
わ
ざ
と
ら
し
く
笑
つ
て
い
る

顔
の
多
く
が
私
に
与
へ
た
不
快
な
印
象
は
い
ま
だ
に

消
え
ず
に
い
た
」
た
め
、
断
ろ
う
と
す
る
が
、
笑
顔

で
な
く
と
も
よ
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
結
局
撮
影
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
笑
顔
で
な
く
と
も
よ
い
と
い
う

こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
撮
影
当
日
に
は
や
は
り
笑
顔

を
作
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
る
。
何
と
か
笑
顔
の
写
真

は
断
っ
た
漱
石
で
あ
っ
た
が
、
後
日
届
け
ら
れ
た
写

真
を
見
て
驚
愕
す
る
。
な
ん
と
、
写
真
の
中
の
自
分

は
確
か
に
笑
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
漱
石
は
、
ど
う

も
後
か
ら
手
を
入
れ
て
笑
っ
て
い
る
よ
う
に
拵
え
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
書
い
て
い
る
。

　

あ
ら
た
め
て
『
ニ
コ
ニ
コ
写
真
帖
』
を
見
て
み
る

と
、
当
時
の
社
会
情
勢
も
鑑
み
る
に
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔

の
奥
に
歴
史
の
深
淵
を
覗
い
て
い
る
よ
う
な
気
に
も

な
る
。
歴
史
の
偉
人
た
ち
の
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
笑

顔
が
こ
ち
ら
に
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
只
、
ニ
コ
ニ
コ
せ
よ
」。

○注
明治末に学会やマスメディアをにぎわせた超能力実験などの一連の騒
動。
本の万華鏡 第13回「千里眼事件とその時代」https://www.ndl.go.jp/
kaleido/entry/13/index.html

○参考文献
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解釈と教材の研究』44（10）（通号645）　1999.8<請求記号 Z13-334>
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関西館書庫棟探訪



　国立国会図書館関西館は、年々増加する
図書館資料の収蔵スペースを長期的に確保
する役割を担っています。
　今回、関西館第2期第 1段階施設整備と
して、令和 2年 2月 20日に書庫棟が竣工
しました。地上 7階地下 1階建てで、収
蔵能力は約 500 万冊、書架の総延長は約
161㎞にもなります。
　本号では、図書館資料を大切に保存する
ための様々な工夫に着目し、建設過程の写
真も含めて、書庫棟の魅力をお伝えします。



　国立国会図書館は、昭和23年、国会議員の調査研究に資するという目的の下、日本国憲法が誓約する我

が国の民主化と世界平和とに寄与することを使命として設立され、70年以上、国会の活動や議員の調査研

究の補佐、資料・情報の収集・保存、情報資源の利用提供という役割を担ってきました。国立国会図書館が、

その役割を十全に果たすためには、収集した資料を文化的資産として蓄積・保存するとともに、国会議員を

はじめ関係者、ひいては国民の皆様が、資料や情報を利用しやすい環境を整備していくことが不可欠です。

　年々増加する収集資料の収蔵スペースを確保するため、4年間の予算措置によって本書庫棟の建設工事

が進められ、この度、収蔵能力 500 万冊という新たな書庫の整備をみたことをまことにうれしく思います。

関係各位の御労苦に対し、改めて深甚なる敬意と謝意を表します。

　今般の書庫の完成を受け、国会に対するサービスをはじめ、電子情報サービス、全国の図書館に対する

協力事業などの一層の充実、そして、利便性の更なる向上が図られていくことを期待しております。

　国立国会図書館が、その使命を達成するため、ますます大きな役割を果たしていくことを心から祈念し、

お祝いの言葉といたします。

衆議院議長　大島理森

参議院議長　山東昭子
　国立国会図書館関西館の書庫棟完成に当たり、参議院を代表してお祝い申し上げます。

　今を遡ること 18年前、関西館は、以下に掲げる使命を担い京都府精華町の地に開館いたしました。一つ、

図書館資料の長期的な収蔵庫たること。二つ、高度情報化社会に対応した電子図書館サービスを展開する

こと。そしてまた、障害者サービスを実施する全国の図書館への協力に積極的に取り組むなど、図書館協

力を行う拠点としての役割も担っています。

　国民に充実した知的活動を提供するためには、関西と東京の国立国会図書館が一体となって事業を展開

していくことが必要です。この程、新しく書庫棟が完成し、更なる図書館資料の収蔵が可能となったことで、

我が国の知的資源が一段と強固になり、国民に一層高い奉仕ができるようになりました。京阪奈の緑豊か

な丘陵にあるこの関西館を、よりたくさんの方々が訪れ、全ての国民の皆さまが活用していってくださる

ことを願ってやみません。

　国立国会図書館が、引き続き豊かな未来の創造に貢献することを期待するとともに、この度の整備に取

り組まれた関係者の皆さまに心からの感謝を申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

図書議員連盟会長　細田博之
　国立国会図書館関西館の書庫棟の完成、おめでとうございます。

　図書議員連盟は、読書や図書館等の活動を奨励することを目的として活動しておりますが、国立国会図

書館の事業についても支援してまいりました。議員連盟を代表しまして、一言お祝い申し上げます。

　平成 14年に開館した関西館の開館記念式典に、私は図書議員連盟の事務局長として出席いたしました。

東京から約 400 キロ離れた関西の地に、高度情報通信技術の発展に対応する最先端の図書館サービスを提

供し、図書館資料の大規模な収蔵庫を備えた、第二の国会図書館がスタートすると胸を膨らませておりま

した。今、振り返ってみますと、とても感慨深いものがございます。

　それから 18 年が経ちました。関西館は成長し、文化学術研究に関する「知」の宝庫として、関西文化

学術研究都市における、文化の創造や情報発信の中核的施設としての役割を発揮されております。

　書庫棟は、収集した図書館資料を文化的資産として未来永劫保存するという国立国会図書館の使命にお

いて大変重要な施設です。国立国会図書館には、今後も国会や国民への図書館サービス向上に励んでいた

だきたいと思います。



見せる書庫
エレベーターホールから書庫の様子が見えるようになっていて、書庫に入らず
とも、書庫の広大さをイメージできます。ガラス越しに見える部分については、
書架の色や照明も、中央廊下部と統一感があるものを選定しました。

エレベーターもスケルトン。階段も吹き抜けで見通しが
よいです。閉鎖的な空間である書庫を、開放的なイメー
ジでデザインしました。



外観

南側から見た様子。南側から見た様子。

本が並んだようなデザイン。

本館との間にしきつめられた砂利の大きさはまちまちで、こだわって
配列しました。上の写真は書庫棟から見た関西館本館です。



本をイメージした外壁の表紙にあたる部分。ガラスを多く使用し
ている関西館本館とは対照的で重厚感あるデザインです。

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

本館

書庫棟

精華大通り線 

奈
良
精
華
線 

正面入口

西入口

東入口

N

本館 書庫棟

第１段階 第２段階 第３段階

書庫棟の南側には、第２段階の用地が控えて
います。同じデザインで、本が増えるように
建物も増えていく想定です。



書架の工夫

書架の側面の色はエリア毎に異なり、北側は寒色、南側は暖色を用いて、どこにいる
かがわかるようにしています。
また、カビ対策の観点から書架間の隙間（間隔）を確保しています。サイドパネルに
穴が開いているのもカビ防止です。
地震が起きた時は、書架間の隙間によって書架が一緒に揺れるため、資料落下防止の
対策にもなっています。ただし、壁に固定された書架については、震度 4以上の揺れ
を感知すると、棚板のラッチが自動で飛び出てくる落下防止装置を備えています。
なお、照明は資料に悪い紫外線をほとんどカットする LEDです。

ラッチ



仕組み

書庫を囲むようにして設置されたバッファーゾーンが、外気温からの室内環境
負荷を軽減させます。また、地下のクールピットから、安定した地中熱をバッ
ファーゾーンに循環させることで、冷暖房用のコストを削減できます。

書庫

書庫

書庫

書庫

書庫

書庫

廊下機械室

1

バッファーゾーン

クールピット

連絡通路

洗面所のタイル。閉鎖的な空間だからこそ、ちょっ
としたところに美しいものが必要です。

耐震ブレース

耐震要素であるブレースを用いた耐震構造で
す。柱・梁・耐震壁等が変形することにより
地震に耐えます。

屋上にはもちろん太陽光発電設備。
消火設備は窒素ガスを使用。酸素濃度を薄めることにより消火
します。もともと窒素は空気中に存在するので、人間にも（息
苦しくはなりますが）無害です。



できるまで

延々と掘ります
（H29.6.19 撮影）

クレーン車で乗入れ構台を設置している様子
（H29.10.17 撮影）

地下 1階床のコンクリート
打設中（H29.11.27 撮影）

地下 1階、1階の鉄
骨柱、1階の鉄骨梁が
設置されている様子
（H30.1.23 撮影）

南側から見ると…
（H30.2.26 撮影）

H28.11 から掘り始めました
（H29.2.13 撮影）

いろいろな工程がありましたが、
特徴的な場面を写真でご紹介します。

p.30 の館内スコープ
も見てね！
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鉄骨がにょきにょきっと生えて
きました！（H30.6.25 撮影）

PC板取付け完了
（H30.11.26 撮影）

中の作業もそろそろ。
書架レール取付作業の様子
（H30.10.26 撮影）

書架設置工事の様子
（R1.5.24 撮影）

R2.2 完成！！

「見せる書庫」の廊下の工事
（R1.9.27 撮影）

外壁工事
（R1.7.26 撮影）



国
立
国
会
図
書
館
は
、
蔵
書
の
う
ち
、
資
料
的
価
値
が

高
い
も
の
な
ど
を
「
貴
重
書
」「
準
貴
重
書
」
に
指
定
し

て
い
ま
す（

１
）。
令
和
２
年
２
月
19
日
、
和
漢
書
５
点
を
貴

重
書
に
、
和
書
１
点
を
準
貴
重
書
に
指
定
し
、
累
計
で

貴
重
書
は
１
３
１
０
点
、
準
貴
重
書
は
７
９
９
点
と
な

り
ま
し
た
。�

�（
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
）

　
『
古
今
事
文
類
聚
』
は
、
宋
・
元
の

時
代
に
中
国
で
成
立
し
た
「
類
書（

２
）」
で

す
。
目
録
、
前
集
、
後
集
、
続
集
、
別

集
、
新
集
、
外
集
、
遺
集
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
中
世

以
来
重
用
さ
れ
、元
和
年
間（
１
６
１
５

‐
１
６
２
４
）
に
遺
集
を
除
い
た
全

巻
が
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
と
し

て
古
活
字
版（

３
）
で
刊
行
さ
れ
、
寛
文
６

（
１
６
６
６
）
年
以
降
、
遺
集
を
含
め

た
整
版（

４
）が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
古
活
字
版
の
『
新
編
古
今

事
文
類
聚
』
で
す
。
総
目
１
巻
、
目
録

６
巻
、
本
編
２
２
１
巻
か
ら
成
り
、
国

立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
古
活
字
版

の
中
で
最
多
の
巻
数
を
誇
り
ま
す
。�

巻
数
の
多
さ
か
ら
、
他
機
関
で
所
蔵
さ

れ
て
い
る
伝
本
の
多
く
は
、
目
録
を
分

冊
す
る
等
の
大
幅
な
改
装
が
施
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
本
書
に
は
目
立
っ
た

改
装
の
痕
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ

け
の
大
部
の
古
活
字
版
が
、
原
装
に
近

い
形
で
現
存
す
る
の
は
貴
重
と
い
え
ま

す
。

　

ま
た
、
本
書
の
活
字
の
一
部
に
つ
い

て
は
、
元
和
勅
版
『
新
雕
皇
朝
類
苑
』

の
活
字
を
襲
用
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す（

５
）。『
新
雕
皇
朝
類
苑
』
は

元
和
７
（
１
６
２
１
）
年
に
後
水
尾
天

皇
（
１
５
９
６
‐
１
６
８
０
）
の
命
に

よ
り
刊
行
さ
れ
た
古
活
字
版
で
す
が
、

そ
の
活
字
に
つ
い
て
は
木
活
字
、
銅
活

字
の
両
説
が
あ
り
ま
す
。
本
書
の
活
字

も
含
め
て
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

第
55
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告

新
た
な
貴
重
書
の
ご
紹
介

巻1巻頭。右下から反時計回りに「盛胤之印」＝梶井宮盛胤親王（後水尾天皇皇子）、
「圓融藏」＝圓融房（梶井宮、明治以降は三千院と号した）および「寶玲文庫」＝
フランク・ホーレー（明治・大正期の著名な古典籍収集家）の蔵書印がある。

16国立国会図書館月報 713/714号 2020.9/10



新編古今事文類聚 
221 卷総目 1 卷目録 6 卷
< 請求記号　WA7-294>

（宋）祝穆 編（元） 富大用［補］編［元和年間］ 
83 冊　大きさ26.7 × 20.0cm 
古活字版　四ツ目綴じ　四周双辺　有界　内匡郭 20.6 ×
15.0cm　毎半葉 12 行毎行 19 字　対向双黒魚尾　黒口　
栗皮色表紙　落丁・乱丁あり　印記：盛胤之印　圓融藏　
寶玲文庫

2　様々な分野の故事や詩文を、既存の書物から抜粋し、いくつかの部類に区
分して体系化している。

3	 文禄年間（1592-1596）から慶安年間（1648-1652）までの約50年間に活字
を用いて刊行されたものを「古活字版（古活字本）」という。

4	 1枚の板木に文字などを彫って作った印刷版。
5	 川瀬一馬『古活字版之研究	増補版	』日本古籍商協会　1967

巻42の	8丁裏～9丁表、伎藝部「投壺」の項目に収載されて
いる整版による挿絵（原典は『投壺格』）。「投壺」とは、壺
に矢を投げ入れ、入った矢の本数や位置で点数を競う遊戯。

全83冊

1　「国立国会図書館貴重書指定基準」「国立国会図書館準貴重書等指定基準」
の規定に基づき、館内の貴重書等指定委員会が行っている。
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『
華
厳
五
教
章（
６
）
』
は
、
中
国
華
厳
宗

の
第
３
祖
法
蔵
（
６
４
３
‐
７
１
２
）

が
著
し
た
華
厳
宗
の
思
想
解
説
書
で

す
。仏
教
を
５
派
に
分
類
し
た
う
え
で
、

他
の
仏
教
諸
派
の
思
想
に
対
す
る
華
厳

宗
の
優
位
を
説
い
た
も
の
で
、
華
厳
宗

に
お
い
て
中
心
的
な
思
想
書
と
し
て
重

ん
じ
ら
れ
ま
し
た
。
本
書
は
弘
安
６

（
１
２
８
３
）
年
に
日
本
の
華
厳
宗
大

本
山
た
る
東
大
寺
に
お
い
て
開
版
さ
れ

た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
書
肆
に
よ

る
商
業
出
版
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

前
は
、
寺
院
等
に
よ
る
非
営
利
出
版
が

日
本
の
出
版
の
主
流
で
し
た
。
東
大
寺

に
お
け
る
出
版
は
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ

て
行
わ
れ
、
室
町
時
代
に
は
や
や
衰
え

る
も
の
の
江
戸
時
代
ま
で
続
い
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
刊
記
に
名
の
あ
る
禪
尒

（
禅
爾　

１
２
５
２
‐
１
３
２
５
）
は
、

東
大
寺
戒
壇
院
住
持
を
つ
と
め
、
後
に

和
泉
の
久
米
田
寺
の
復
興
に
尽
く
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寺
院
等
で
作
ら
れ
た
版
木
は
時
に
は

数
百
年
に
も
渡
っ
て
大
切
に
保
存
さ

れ
、
繰
り
返
し
印
刷
に
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
本
書
の
版
面
に
は
荒

れ
た
部
分
が
見
ら
れ
、
印
刷
さ
れ
た

の
は
版
木
が
作
ら
れ
た
時
期
よ
り
後

の
時
代
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
本
書
巻
中
の
巻
末
に
は
明
応
５

（
１
４
９
６
）
年
の
書
入
れ
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
印
刷
時
期
の
下
限
を
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
書
と
同
版
で
３
巻
が
揃
っ
て
い
る

も
の
は
、
他
に
東
大
寺
図
書
館
が
所
蔵

す
る
２
点（

７
）が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
、
希

少
で
す
。
保
存
状
態
は
良
好
で
大
規
模

な
改
装
の
痕
が
な
く
、
原
型
を
留
め
て

い
る
と
推
測
で
き
る
点
で
も
貴
重
な
も

の
で
す
。

　

[ 華厳五教章 ] 3 卷
< 請求記号　WA3-38>

（唐） 釈法藏 撰　禪尒　弘安 6（1283）
3 帖　大きさ27.3 × 13.4cm
東大寺版　後印　巻下巻末に「本云 弘安三年四月六日酉時於高山
寺東谷以十徳上人/秘蔵之勝本鴈点交合了円戒ト云々」の識語あり　
巻上巻末に「禪海」、巻中巻末に「明應五年八月廿八日/禪海」、巻
中・下表紙に「寶光院〔一字不明〕」、巻下表紙に「季」の書入れあ
り　折帖　無辺無界　1面7行毎行20字　印記：寶玲文庫　月明荘

刊語

6　本書の内題（巻頭のタイトル）は、巻上・中は『華嚴一乗教分記』、
巻下は『華嚴経中一乗五教分齊義』である。日本では一般に『法
蔵和尚伝』（新羅の崔知遠による法蔵の伝記）に初出する通称で
ある『華厳五教章』が本書のタイトルとしてよく知られており、
ここでもそれを採用する。

7	 重要文化財「東大寺聖教」（東大寺に伝来した奈良時代から江戸
時代にかけての経巻類1806点の一括指定）のうち。

巻上巻頭。蔵書印「寶玲文庫」
はフランク・ホーレーのもの。

（上）巻中巻末。書入れの「禪海」は未詳。
禪海の書入れは巻上巻末にも見える。
（下）巻下巻尾。弘安6年の刊記がある。
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『
御
成
敗
式
目
』
は
、
鎌
倉
幕
府

の
執
権
・
北
条
泰
時
（
１
１
８
３
‐

１
２
４
２
）
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
し

た
法
典
で
、「
貞
永
式
目
」
と
も
よ
ば

れ
ま
す
。
武
家
の
掟
を
51
条
の
箇
条
書

き
と
し
た
も
の
で
、
室
町
時
代
に
至
る

ま
で
実
効
性
を
保
ち
ま
し
た
。

　

版
本
と
し
て
最
初
の
も
の
は
、
室

町
時
代
後
期
の
大
永
４
（
１
５
２
４
）

年
、
御
成
敗
式
目
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
清
原
宣の

ぶ
か
た賢
（
１
４
７
５
‐

１
５
５
０
）
の
女
婿
、
小お

づ
き槻
伊こ
れ
は
る治

（
１
４
９
６
‐
１
５
５
１
）
が
刊
行

し
た
も
の
で
、
大
永
版
と
よ
ば
れ
ま

す
。
本
書
は
そ
の
５
年
後
、
享
禄
２

（
１
５
２
９
）
年
に
小
槻
が
再
刊
し
た

も
の
で
、
享
禄
版
と
よ
ば
れ
ま
す
。
大

永
版
・
享
禄
版
と
も
に
、
日
本
人
著
作

の
最
初
期
の
出
版
例
と
し
て
貴
重
で
あ

り
、
法
制
書
出
版
の
初
例
と
し
て
の
意

義
も
あ
る
資
料
で
す
。

　

享
禄
２
年
の
再
刊
に
あ
た
り
、
小
槻

は
日
本
式
漢
文
の
本
文
に
、
清
原
家
流

の
訓
点（

８
）を
追
加
し
ま
し
た
。
小
槻
に
よ

る
本
書
の
刊
語（

９
）に
は
、
文
字
の
読
み
を

示
し
て
内
容
の
理
解
を
促
せ
ば
法
を
犯

す
者
が
少
な
く
な
る
と
考
え
、
訓
点
を

つ
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
室

町
時
代
以
前
の
訓
点
つ
き
出
版
物
は
少

な
く
、
本
書
は
そ
の
貴
重
な
例
と
い
え

ま
す
。

　
『
御
成
敗
式
目
』
は
、
法
令
と
し
て

の
効
力
を
失
っ
た
江
戸
時
代
に
お
い
て

も
広
く
刊
行
さ
れ
、
寺
子
屋
等
で
読
み

書
き
の
手
本
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
慶
長
12
（
１
６
０
７
）
年
刊
行
の

も
の
を
は
じ
め
、
江
戸
期
に
流
布
し
た

『
御
成
敗
式
目
』
の
本
文
お
よ
び
訓
点

は
本
書
、
享
禄
版
に
準
じ
て
い
ま
す
。

御成敗式目
< 請求記号　WA6-96>

［北条泰時 編］ 小槻宿祢伊治　享禄 2（1529） 
1 冊　大きさ26.5 × 20.0cm
大和綴じ　左右双辺　有界　内匡郭約 21 × 18cm　毎半葉 7 行毎行 14 字　双
魚尾　線黒口　茶色表紙　印記：小汀氏蔵書　をばま　松山内山氏蔵書

8　漢文を日本語の文体で読むために、漢字のそばに書き加える文字や記号。
9	 書物の刊行の年月、刊行者、刊行の経緯等について記す文章。

標題下の日付は御成敗式目制定の年月日。小
おばま

汀利
としえ

得（昭和の
ジャーナリスト・古典籍収集家）および内山直

なおえ

枝（明治期の
軍人秋山好

よしふる

古・真
さねゆき

之兄弟の従兄）の蔵書印がある。

末尾、小槻伊治による刊語。
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本
書
は
、
金
粉
を
ふ
ん
だ
ん
に
置
い

た
紙
面
に
濃
彩
で
描
か
れ
た
絢
爛
豪
華

な
絵
巻
で
、
各
巻
に
５
番
ず
つ
、
計
10

番
の
能
の
舞
台
面
を
描
い
て
い
ま
す
。

能
絵
（
能
を
描
い
た
絵
画
）
制
作
の

ピ
ー
ク
で
あ
る
17
世
紀
後
半
か
ら
18
世

紀
初
頭
の
作
例
と
考
え
ら
れ
、
大
変
豪

華
な
作
り
で
保
存
状
態
も
非
常
に
良
好

で
す
。
初
代
狩
野
春
笑
（
１
６
４
６
‐

１
７
１
５
）
の
署
名
・
落
款
が
あ
り
、

作
者
の
判
明
す
る
数
少
な
い
能
絵
の
作

例
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

能
舞
台
で
は
な
く
、
海
・
山
・
樹
木

等
、
屋
外
の
リ
ア
ル
な
自
然
を
背
景
と

し
た
、
能
絵
と
し
て
は
大
変
珍
し
い
構

図
を
採
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
作

例
は
本
書
の
他
に
は
見
当
た
ら
ず
、
能

絵
の
現
存
作
例
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
す
。
一
方
で
、
他
機
関
で
所

蔵
す
る
能
絵
や
屏
風
絵
と
酷
似
す
る
構

図
も
見
受
け
ら
れ
、
今
後
、
能
絵
制
作

の
研
究
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
能
面
を
付
け
た
人
物
が
作
り

物
（
舞
台
装
置
等
）�

と
と
も
に
描
か
れ

て
お
り
、
能
の
上
演
の
様
子
を
写
実
的

に
描
く
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
さ

れ
ま
す
。
制
作
当
時
の
能
の
上
演
形
態

を
研
究
す
る
う
え
で
有
用
で
あ
る
と
と

も
に
、
絵
と
し
て
も
優
れ
た
も
の
で
、

能
絵
と
し
て
高
い
資
料
的
・
絵
画
的
価

値
を
持
つ
と
言
え
ま
す
。

霊水の検分に赴いた勅使に向い、老人と息子が養老の滝の謂れについて物語る場面。
狩野春笑亮信筆『養老勅使図』（松岡美術館所蔵）と構図が一部酷似しており、興味深い。 軸姿

能樂図巻
< 請求記号　WA31-22>
狩野春笑 筆　［元禄頃］ 
2 軸　紙高 28.6-28.9cm
書名は外箱貼紙による　各軸巻末に「狩野春笑筆」の
署名および「春笑」の正方形朱印あり　金銀泥濃彩色
絵巻　巻子装　各軸とも5 紙継　古金襴表紙
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美濃の養老の滝のあたりに霊水が湧き出たという報
告があり、検分のため勅使が派遣される。老人と息子
が登場し、孝行の徳か、その薬の水を発見して飲んだ
ところ父親が若返ったことを物語り、水をくんで勅
使にも捧げて立ち去る。そのうちに天から光輝き音
楽聞こえ、花降り下る奇跡のなかに養老の山神が現
れ、不老長寿の泉の奇瑞と、泰平の御代のめでたさを
舞う。

「猩々」

「養老」

中国の孝子・高風は、毎日やってきて酒を飲む不思議
な童子のことを語り、「猩々と名のって水中に消えた
ので、酒壺を持ち水のほとりで彼を待とう」という。
浮かび出た酒好きな妖精・猩々は舞を舞い、酌めども
尽きることのない酒壺を与える。

謡曲のあらすじ

水中から現れた酒好きの猩々の精が、酒に浮かれて舞い遊ぶ場面。『御能狂言図巻』
（国立能楽堂所蔵）と酷似した構図で、両者の関連性がうかがわれる。
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『
曽
我
物
語
』
は
、
鎌
倉
時
代
末
期

か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
成
立
し
た

と
さ
れ
ま
す
。
曽
我
十
郎
祐
成
、
五
郎

時
致
の
兄
弟
が
18
年
間
の
苦
難
に
耐

え
、
建
久
４
（
１
１
９
３
）
年
５
月
に

富
士
野
の
狩
場
で
父
の
敵
、
工
藤
祐
経

を
討
つ
ま
で
を
描
い
た
物
語
で
す
。
赤

穂
浪
士
の
討
入
り
と
並
ぶ
有
名
な
仇
討

物
語
と
し
て
、「
曽
我
物
」
と
呼
ば
れ

る
謡
曲
・
幸
若
舞
曲
・
浄
瑠
璃
・
歌
舞

伎
な
ど
の
諸
作
品
の
も
と
と
な
り
、
広

く
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
本
書
は
江
戸
時

代
前
期
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

奈
良
絵
本（
次
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
参
照
）

で
す
。

　

本
書
は
１
５
３
図
に
及
ぶ
彩
色
の
美

し
い
挿
絵
を
持
ち
ま
す
が
、
こ
れ
は
現

存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
『
曽
我
物
語
』

の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
中
で
も
有
数
の

も
の
で
す
。
そ
の
造
本
・
装
飾
も
豪
華

で
、
大
名
家
や
富
裕
層
の
依
頼
で
制
作

さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
本
書
の
挿
絵
の
一
部
に
は
、
巻

次
と
そ
の
巻
の
何
番
目
に
当
た
る
絵
か

を
表
す
と
み
ら
れ
る
墨
書
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
本
書
が
詞
書
の
書
き
手
、

挿
絵
の
描
き
手
な
ど
の
分
業
体
制
で
作

ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
、
奈
良
絵
本
の
制
作
過
程
を
知
る

う
え
で
も
興
味
深
く
、
今
後
の
研
究
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
書
は
保
存
状
態
も
良
好
で
、
制
作

当
時
の
奈
良
絵
本
の
美
し
さ
を
よ
く
伝

え
る
資
料
で
す
。
ま
た
全
20
冊
と
い
う

冊
数
は
奈
良
絵
本
と
し
て
は
大
部
で
あ

り
、
こ
れ
が
欠
本
も
な
く
完
本
で
あ
る

と
い
う
点
に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

曽我物語
< 請求記号　WA 32-23>

［江戸前期］写
20 冊　大きさ23.5 × 17.1cm
奈良絵本 ( 彩色絵入写本 ) 　綴葉装　毎半葉 10
行毎行 18 字内外　漢字平仮名交じり　一部濁
点あり　挿絵 153 図　鳥の子紙　浅葱色亀甲繋
金襴裂表紙　 見返し：布目金地　表紙左肩に
金泥霞引書題簽を貼付　3 箇所（第 1 冊 26 丁表、
第 3 冊 15 丁表、第 11 冊 35 丁表）本文中ではあ
るが文字が書かれていない箇所あり

第2冊、曽我兄弟の父である河津三郎（左）が俣野五郎（右）
と相撲をとっている場面。右丁上方の敷物に座っている人
物は源頼朝。双方に味方する人々が刀に手を掛け、一触即
発となっている。この場は頼朝の一喝で収まるが、直後、
河津三郎は工藤祐経の従者によって暗殺されてしまう。
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「奈良絵本」

室町時代後期から江戸時代中期頃まで制作され
ていた、彩色絵入写本を指します。用語の由来は
諸説ありますが、地名・時代の「奈良」とは無関係
です。平安時代の物語文学や鎌倉時代以降の軍
記物語を素材とするもの、それらより後の時代
の文芸・芸能である御伽草子※・幸若舞曲などに
取材したものが作られています。
黎明期には、個人の手になると思われる素朴な
絵柄の作品がみられる一方で、17世紀後半頃の
最盛期には、専門の絵草紙屋が大名や富裕層か
らの注文を受けて制作したと思しき、絢爛豪華
な作品も登場します。巻子本・横型冊子本・縦型
冊子本などの形態があり、高さは16cmほどのも
のから、30cmを超えるものまで様々です。

※主に室町時代に作られた短編の物語。室町時代以降、
多くの庶民に親しまれた。江戸時代には、人気の御伽草
子23編を集めた『御伽草子』が出版されており、『一寸法
師』や『浦島太郎』と並んで、次ページで紹介する『御曹
子島渡り』も、収録されている。

第7冊のうち、3番目の挿絵。右丁上部綴じ付近に「七ノ三」
と墨書があり、製本時に挿絵の挿入位置を指示したもの
と推測される。（写真拡大部分）	

第16冊、曽我兄弟が父の敵・工藤祐経（中央）を襲撃する場面。
この後、兄弟は祐経を討ち取り、仇討ちを遂げる。
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本
書
は
『
御
曹
子
島
渡
り
』
と
い
う

御
伽
草
子
を
題
材
と
し
た
奈
良
絵
本
で

す
。
源
義
経
を
主
人
公
と
し
た
「
判
官

物
」
と
呼
ば
れ
る
物
語
の
一
つ
で
、
兵

法
書
を
求
め
て
、
半
人
半
馬
の
馬
人
が

住
む
馬
人
島
、
裸
の
者
ば
か
り
が
住
む

裸
島
な
ど
様
々
な
島
を
巡
る
冒
険
譚
と

な
っ
て
い
ま
す
。
物
語
の
成
立
は
室
町

時
代
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
御
曹
子
島
渡
り
』
の
奈
良
絵
本
は
、

本
書
以
外
に
も
何
点
か
伝
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
本
書
に
含
ま
れ
る
15
図
の
挿
絵

は
、
現
存
す
る
伝
本
の
中
で
も
多
く
、

そ
の
作
風
か
ら
江
戸
時
代
前
期
の
作
品

で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
伝
本
と
比
較
す
る
と
、

挿
絵
を
中
心
に
独
自
の
特
徴
が
い
く
つ

か
見
ら
れ
ま
す
。�

例
え
ば
、
江
戸
時
代

に
出
版
さ
れ
た
『
御
伽
草
子
』
で
は
上

半
身
が
馬
、
下
半
身
が
人
と
し
て
語
ら

れ
る
馬
人
島
の
島
民
が
、
本
書
で
は
上

半
身
が
人
、
下
半
身
が
馬
の
姿
で
描
か

れ
て
い
る
と
い
っ
た
点
な
ど
で
す
。

　

こ
う
し
た
違
い
に
は
制
作
者
も
し
く

は
発
注
者
な
ど
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て

い
る
可
能
性
も
あ
り
、
作
品
や
制
作
の

背
景
な
ど
を
研
究
す
る
う
え
で
、
貴
重

な
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

[ 御曹子島渡り] 
< 請求記号　WB35-9>

［江戸前期］［写］
3 軸　紙高 32.2cm
奈良絵本（彩色絵入写本）　書名は内容による　巻子装

（第 1 軸：42 紙継、 第 2 軸：28 紙継、 第 3 軸：43 紙継、
全 15 図）　漢字平仮名交じり　金泥彩色　緑色裂表紙　
見返し：金箔散らし

馬人島の場面。上半身が人、下半身が馬の
姿で描かれている。
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裸島の場面。御曹子が裸で過ごす島民に紺
色の布を与えている。

小人島の場面。小人島は菩薩の現れる島で
もあるという一節があり、来迎図が描かれ
ている。

島巡りの果てに喜見城に辿り着き、兵法書を所有しているかねひら大王
とその娘朝日天女と出会う場面。この後、御曹子は朝日天女と契りを結
び、その手引きで内密に兵法書を書写する。
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憲
政
資
料
係
で
の
お
仕
事
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

政
治
家
や
官
僚
、
軍
人
の
個
人
資
料
を
収

集
し
て
整
理
し
て
、
憲
政
資
料
室
で
の
閲

覧
に
出
し
て
、
保
存
し

て
、
と
い
う
一
連
の
流

れ
が
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

収
集
の
時
に
は
ご
遺
族
の

お
家
に
伺
う
こ
と
も
あ
る

ん
で
す
か
？

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
資
料
を
受
け
取
っ

た
ら
虫
害
予
防
の
た
め

に
燻く

ん

蒸じ
ょ
うし

た
り
様
々
な

プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

向
こ
う
か
ら
お
願
い
し
ま

す
っ
て
声
が
か
か
っ
て
く

る
ん
で
す
か
。
誰
か
仲
介

の
方
が
い
る
と
か
。

い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
り
ま
す
。
仲
介
の
大

学
の
先
生
が
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ダ
イ

レ
ク
ト
に
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と

も
。
あ
と
は
お
代
替
わ
り
と
か
、
追
加
資

料
が
残
っ
て
い
る
ら
し
い
み
た
い
な
情
報

を
得
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
か
。

そ
れ
で
着
実
に
増
え
て
い
っ
て
る
わ
け
で

す
ね
。

憲
政
資
料
（
蒐
集
）
係
の
設
置
は
昭
和
24

（
１
９
４
９
）年
で
、
現
在
は
、
約
42
万
点

で
す
。

そ
も
そ
も
学
生
時
代
か
ら
研
究
の
た
め

に
国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
」）

に
通
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

研
究
っ
て
ほ
ど
で
も
な
く
、
た
だ
大
学
図

書
館
に
な
い
も
の
を
見
に
来
て
い
ま
し

た
。
戦
前
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
主

に
見
に
来
て
い
て
、
そ
の
他
、
地
図
室
、

科
学
技
術
・
経
済
情
報
室
な
ど
が
行
き
先

で
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
使
う
う
ち
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ

に
就
職
し
た
い
、
と
。

も
と
も
と
、
有
泉
貞
夫
さ
ん
と
い
う
当
館

Ｏ
Ｂ
の
『
明
治
政
治
史
の

基
礎
過
程
』（
吉
川
弘
文

館
、
１
９
８
０
）
の
あ

と
が
き
に
、
試
験
で
入
っ

た
と
い
う
こ
と
が
書
い
て

あ
っ
た
の
と
、
大
久
保
利

謙
先
生
（
憲
政
資
料
室
の

創
設
者
で
あ
り
大
久
保
利

通
の
孫
）
の
『
日
本
近
代

史
学
事
始
め
』（
岩
波
新

書
、
１
９
９
６
）
と
い
う

本
を
読
ん
で
い
る
と
憲
政

資
料
室
の
こ
と
が
す
ご
く

出
て
く
る
の
で
、
勝
手
に

想
像
し
た
り
、
利
用
し
た

り
と
い
う
感
じ
で
。「
近
現
代
日
本
政
治

関
係
人
物
文
献
目
録（

１
）」

を
使
っ
て
、
便
利

な
付
加
価
値
を
与
え
る
仕
事
も
あ
る
ん
だ

と
思
っ
て
い
た
と
い
う
の
も
あ
っ
て
。

で
も
し
っ
か
り
し
た
動
機
は
な
く
、
色
々

と
行
き
詰
ま
っ
た
結
果
、
受
け
た
ら
受

か
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

ち
ょ
っ
と
意
外
で
し
た
。
入
っ
て
す
ぐ
憲

政
資
料
係
に
配
属
で
し
た
ね
。

葦名 ふみ　利用者サービス部　政治史料課　憲政資料係長
平成16（2004）年4月　主題情報部　政治史料課　憲政資料係
平成20（2008）年4月　調査及び立法考査局　議会官庁資料課　議会・政治資料係
平成22（2010）年4月　　　　　　〃　　　　調査企画課　企画係
平成23（2011）年4月　主題情報部　政治史料課　憲政資料係
平成24（2012）年4月　利用者サービス部　政治史料課　憲政資料係（組織改編により部の名称変更）
平成26（2014）年4月　　　　　　〃　　　　　　　　　憲政資料係長

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

聞き手：総務課編集係
令和2（2020）年7月8日インタビュー
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ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
配
属
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ

だ
っ
た
の
で
、
自
分
が
新
人
で
入
る
と
い

う
こ
と
は
衝
撃
的
で
し
た
。
当
時
は
新
人

が
毎
年
連
続
で
配
属
さ
れ
て
い
て
、
若
返

り
を
図
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
み
た
い
で

す
。

配
属
初
日
に
陸
奥
宗
光
の
関
係
文
書
の
中

に
あ
っ
た
蹇け

ん
け
ん
ろ
く

蹇
録
の（

２
）草

稿
を
ご
覧
に
な
っ

た
と
。

地
下
７
階
の
書
庫
案
内
の
つ
い
で
に
、
封

筒
か
ら
取
り
出
し
て
見
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
憲
政
資
料
室
を
利
用
し
て
い
た

と
い
っ
て
も
、
原
本
に
あ
た
る
の
は
数
点

で
、
冊
子
複
製
版
み
た
い
な
も
の
や
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
見
て
い
た
程
度
だ
っ
た

の
で
、
自
分
に
と
っ
て
の
『
蹇
蹇
録
』
は

岩
波
文
庫
。
完
全
に
刊
本
で
活
字
を
見
る

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
で
も
、
草
稿
に
は
書

き
込
み
が
び
っ
し
り
あ
る
も
の
な
ん
で
す

よ
ね
。生
身
の
資
料
を
突
然
間
近
で
見
て
、

一
次
的
な
資
料
の
力
に
驚
き
ま
し
た
。
ま

た
、
働
き
だ
す
と
、
資
料
の
数
え
方
の
単

位
が
一
点
と
か
二
点
と
か
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
段
ボ
ー
ル
何
箱
と
い
う
箱
単
位
で
換

算
さ
れ
る
の
が
、
面
白
い
と
い
う
か
、
知

ら
な
い
世
界
の
感
じ
が
あ
っ
て
。

新
人
時
代
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
？

封
筒
の
入
れ
替
え
と
か
、
そ
う
い
う
仕
事

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
入
館
後
間
も

な
く
、
あ
る
講
演
会
に
行
っ
た
際
、
歴
史

資
料
に
か
か
わ
る
人
材
育
成
の
話
が
あ

り
、「
丁
稚
奉
公
で
は
な
く
シ
ス
テ
ム
と

し
て
ど
の
よ
う
に
人
材
を
育
て
る
か
」
と

い
っ
た
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
お
話
の
趣
旨
も
よ
く
分
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
と
き
の
私
は
丁
稚
奉
公
と
い

う
の
も
、
わ
か
る
か
な
と
感
じ
た
気
が
し

ま
す
。
若
か
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
パ
ー

ツ
み
た
い
な
も
の
で
い
る
と
い
う
の
を
面

白
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
二
度
目
に
配

属
さ
れ
た
時
よ
り
は
、
新
人
の
時
の
方
が

ず
っ
と
面
白
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
人
で
で
き
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
先

輩
方
が
複
雑
な
仕
事
を
代
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
分
比

較
的
資
料
と
向
き
合
う
時
間
み
た
い
な
の

が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
史
料
に
み
る
日
本
の
近
代
」と
い
っ

た
電
子
展
示
会
の
仕
事
も
末
端
で
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
。

政
治
史
料
課
憲
政
資
料
係
に
4
年
い
ら
し

て
、
次
は
議
会
官
庁
資
料
課
（
以
下
「
議

官
課
」）
議
会
・
政
治
資
料
係
に
異
動
さ

れ
ま
し
た
ね
。
そ
の
後
調
査
企
画
課
を
経

て
憲
政
資
料
係
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
ん
で

す
ね
。

新
人
と
し
て
４
年
は
長
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
の
こ
と
で
議
官
課
に
異
動
し
ま
し

た
。
日
本
と
外
国
の
議
会
資
料
、
あ
と
軍

事
を
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
ユ
ー

ザ
ー
で
も
あ
っ
た
「
近
現
代
日
本
政
治
関

係
人
物
文
献
目
録
」
を
作
っ
た
り
と
か
。

私
、
議
会
の
資
料
は
基
本
的
に
は
速
記
録

し
か
見
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ん

で
す
。
だ
け
ど
議
官
課
に
は
当
然
、
速
記

録
以
外
に
議
事
録
、
委
員
会
の
会
議
録
、

法
案
な
ど
の
議
案
類
、
請
願
文
書
表
と
か

い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
そ
の
資
料
の
流
れ

を
、
政
治
家
の
文
書
に
あ
た
る
憲
政
資
料

と
頭
の
中
で
照
合
さ
せ
る
と
、
面
白
く
思

い
ま
し
た
。
憲
政
資
料
の
一
部
が
、
委
員

会
配
付
資
料
の
切
れ
っ
ぱ
し
だ
と
気
付

く
、
と
か
。

そ
の
後
、
憲
政
資
料
係
に
戻
っ
た
時
に
再

び
そ
れ
を
実
感
し
ま
し
た
。
憲
政
資
料
の

中
に
議
会
資
料
の
草
案
が
あ
る
。
同
じ
案

文
で
も
、
議
会
で
の
議
員
配
付
資
料
と
し

て
み
る
の
か
、
配
付
資
料
の
草
案
と
し
て

み
る
の
か
。
議
官
課
に
行
っ
て
初
め
て
、

議
会
資
料
の
印
刷
物
の
体
系
や
文
書
の
形

式
を
知
り
え
た
か
ら
こ
そ
、
見
た
目
が
全

然
違
う
も
の
で
も
「
こ
れ
、
議
会
で
の
配

付
資
料
の
萌
芽
だ
よ
ね
」
と
い
う
こ
と
が

初
め
て
想
像
で
き
る
よ
う
に
な
り
…
…
異

動
の
妙
で
し
ょ
う
か
。

異
動
の
妙
（
笑
）。

『
衆
議
院
公
報
』
と
い
っ
た
公
報
・
彙
報

の
雑
報
欄
な
ど
に
は
、
議
員
全
員
に
配
っ

た
小
冊
子
の
名
称
が
書
い
て
あ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
憲
政
資
料
係
に
戻
っ
た
ら
、

な
ぜ
か
多
く
の
政
治
家
が
保
管
し
て
い
る

小
冊
子
が
あ
る
。
あ
、
こ
れ
は
議
員
に
配

ら
れ
た
お
仕
着
せ
の
資
料
だ
っ
た
の
ね
、

と
。
そ
う
す
る
と
資
料
の
見
方
が
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
い
ろ
い
ろ
考
え
て
持
っ

て
い
た
の
か
、
い
や
い
や
、
た
だ
配
ら
れ

た
だ
け
だ
よ
ね
、と
か
。位
置
づ
け
が
違
っ

て
き
て
。

断
片
だ
っ
た
資
料
が
つ
な
が
っ
て
、
広
い

文
脈
が
見
え
て
く
る
ん
で
す
ね
！

で
も
、
記
録
と
し
て
や
っ
ぱ
り
一
番
好
き

な
の
は
会
議
録
で
す
ね
。
会
議
録
は
複
雑

「蹇蹇余録草稿綴」上

（１）明治期以降、政治の分野で活躍した日本人に関する文献について、人物名から関連文献

を検索できる。https://rnavi.ndl.go.jp/seiji/

（２）陸奥宗光が執筆した日清戦争関係の外交記録。国立国会図書館デジタルコレクションで

閲覧可能。「蹇蹇余録草稿綴」上、下（陸奥宗光関係文書66-2,66-3）https://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/3947397 　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3947842
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な
種
類
と
過
程
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、

と
に
か
く
時
代
の
息
吹
が
連
綿
と
、
系
統

的
に
残
っ
て
い
る
。た
だ
、会
議
録
に
載
っ

て
い
な
い
こ
と
っ
て
い
っ
ぱ
い
あ
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
は
会
議
録
の
提

供
が
圧
倒
的
に
先
行
し
て
い
て
、
そ
れ
以

外
を
目
配
り
し
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
っ

て
。そ
こ
は
す
ご
い
弱
い
と
い
う
か
。ユ
ー

ザ
ー
と
し
て
言
え
ば
、
会
議
録
だ
け
見
て

い
た
っ
て
穴
が
あ
る
で
し
ょ
、
こ
こ
に
穴

が
あ
る
か
ら
こ
の
記
録
も
一
緒
に
見
な
い

と
い
け
な
い
よ
ね
、
と
。
た
と
え
ば
議
案

の
提
出
者
は
会
議
録
に
全
員
は
載
せ
な
い

け
れ
ど
、
歴
史
学
の
観
点
か
ら
す
る
と
、

提
出
者
、
賛
成
者
全
員
の
情
報
が
欲
し
い

ん
で
す
ね
。
日
本
の
速
記
録
は
時
期
が
経

つ
ご
と
に
速
記
部
分
以
外
の
掲
載
事
項
が

増
え
て
い
く
の
で
分
か
り
に
く
い
の
で
す

が
、
速
記
以
外
は
あ
く
ま
で
部
分
的
に
載

せ
て
い
く
も
の
な
の
で
、
速
記
録
な
り
会

議
録
の
全
文
だ
け
見
て
い
て
も
、
歴
史
学

的
に
は
ち
ょ
っ
と
足
り
な
い
ん
で
す
。
情

報
が
足
り
な
い
こ
と
に
自
分
で
も
気
づ
け

な
い
と
き
が
あ
る
。
そ
れ
は
と
て
も
危
険

で
す
。

な
る
ほ
ど
。
会
議
録
に
関
す
る
論
文（

３
）も

書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
電
子
展
示
会
「
写
真

の
中
の
明
治
・
大
正
」
の
京
都
の
イ
ン
ク

ラ
イ
ン
の
コ
ラ
ム（

４
）も

あ
り
ま
し
た
ね
。

入
館
し
て
す
ぐ
で
し
た
。
京
都
の
写
真
の

コ
ラ
ム
を
依
頼
さ
れ
て
、
み
な
さ
ん
神
社

仏
閣
み
た
い
な
の
を
書
く
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
こ
と
が
い
い
な
と
思
っ
て
。

京
都
蹴
上
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン（
傾
斜
鉄
道
）

に
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

写
真
と
文
献
を
見
て
書
い
た
ん
で
す
。
そ

れ
が
、
数
年
前
に
現
地
に
初
め
て
行
っ
て

み
た
ら
立
て
看
板
に
見
覚
え
の
あ
る
写
真

が
。
コ
ラ
ム
に
掲
載
し
た
写
真
で
し
た
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
入
れ
方
か
ら
し
て
電
子

展
示
会
か
ら
の
転
載
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
、
た
ぶ
ん
。「
あ
、
私
の
選
ん
だ
写
真

が
！
」と
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た（
笑
）。

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
写
真
は
世
の
中
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
サ
イ
ト
に
載
っ

た
か
ら
、
き
っ
と
見
つ
け
ら
れ
た
ん
だ

と
。
立
て
看
板
は
み
ん
な
が
見
る
わ
け
だ

か
ら
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。

も
と
も
と
河
川
史
の
研
究
を
？

ゼ
ミ
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
に

憲
政
資
料
室
で
見
て
た
の
は
、
土
木
や
河

川
の
改
修
の
た
め
の
図
案
や
費
用
負
担
の

書
類
み
た
い
な
も
の
で
す
。
み
ん
な
が
注

目
し
な
い
よ
う
な
も
の
で
も
、
実
は
す
ご

く
い
い
も
の
が
あ
っ
て
。
そ
れ
に
利
用
者

の
方
が
た
ど
り
つ
け
る
と
、
よ
い
の
だ
ろ

う
な
と
…
…
。

政
治
家
、
官
僚
、
軍
人
、
と
い
っ
た
人
た

ち
の
書
簡
や
日
記
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
ま

し
た
。

実
際
に
は
そ
う
い
っ
た
中
心
が
あ
っ
て
初

め
て
端
っ
こ
が
生
き
る
の
か
な
と
は
思
う

の
で
す
が
。

現
在
、
月
報
で
「
写
真
を
読
む
」
と
い
う

連
載
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
会
議
録
や
議

会
資
料
の
ほ
か
に
は
、
土
木
や
河
川
、
写

真
、
と
ず
っ
と
興
味
が
変
わ
ら
ず
と
い
う

感
じ
で
す
か
。

端
っ
こ
に
あ
る
も
の
っ
て
愛
お
し
い
と
い

う
感
じ
が
あ
っ
て
。
月
報
で
今
連
載
し
て

い
る
古
い
写
真（

５
）も

、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
写
真
が
多
い
の
で
す
。

連
載
で
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
開
拓
使
が
出
て

き
ま
す
が
、
そ
れ
も
ま
さ
に
周
辺
で
し
ょ

う
か
。

周
辺
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
開
拓

使
は
北
海
道
に
た
ま
た
ま
遊
び
に
行
っ
た

ら
、
立
て
看
板
に
開
拓
使
の
写
真
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
な
ぜ
、
ど
う
や
っ
て
残
っ

て
き
た
か
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
赤
れ
ん

が
の
北
海
道
立
文
書
館
に
行
っ
て
、
開
拓

使
が
な
く
な
っ
た
時
に
、

写
真
を
管
理
替
え
す
る

た
め
の
送
付
状
と
か
を

見
せ
て
も
ら
っ
て
。
そ

れ
で
一
時
期
、
開
拓
使

の
こ
と
で
頭
が
一
杯
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
。

立
て
看
板
が
好
き
な
ん
で

す
ね
（
笑
）。
埋
も
れ
た

資
料
や
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
人
と
か
に
対
す
る
思
い
み
た
い

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
連
載
の
肖
像
写
真

の
回（

６
）で

「
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
人
の
写

真
を
載
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
の
が
、
優
し
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

優
し
い
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
…
…

た
ま
た
ま
そ
う
思
っ
た
だ
け
か
と
。

今
準
備
さ
れ
て
い
る
展
示
会
に
つ
い
て
も

教
え
て
く
だ
さ
い
。

帝
国
議
会
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
１
３
０

年
な
の
で
、「
議
会
開
設
百
三
十
年
記
念　

議
会
政
治
展
示
会
」
を
今
年
度
開
催
し
ま

す
。
20
人
く
ら
い
の
チ
ー
ム
で
協
力
し
て

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

展
示
を
や
る
意
義
っ
て
何
な
ん
だ
っ
て
こ

と
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
の
展
示
は
議
会
開

（３）「 「国会会議録」前史 : 帝国議会 議事録・委員会の会議録・速記録・決議録の成立と展開」

『レファレンス』2013年1月、 63(1) https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/6019127

（４） 「京都インクラインと琵琶湖疏水」https://www.ndl.go.jp/scenery/column/kansai/

kyoto_incline_and_lake_biwa_canal.html　インクラインとは、琵琶湖の水を京都に引き込

む疏水工事（明治18-23年）の一環としてつくられた、船を運ぶための鉄道。

（５）「資料の世界の歩き方　写真を読む」本誌2019年5月～不定期連載。

（６）同上、2019年12月号 京都のインクラインの立て看板（筆者撮影）。
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設
50
周
年（
１
９
４
０
）の
と
き
か
ら
ほ
ぼ

10
年
ご
と
に
行
っ
て
い
て
、
戦
前
の
場
合

は
天
皇
に
見
せ
る
と
い
う
趣
旨
が
す
ご
く

あ
っ
た
。
で
も
今
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
国

民
の
啓
発
と
い
う
と
あ
ま
り
に
上
か
ら
目

線
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
意
味
は
何
な
の

か
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
戦
後
す
ぐ
の
時
期
に
、
議

会
の
活
動
を
支
え
る
、
活
動
を
国
民
に
知

ら
せ
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
っ
て
誕

生
し
て
い
る
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、

だ
ん
だ
ん
文
献
と
か
も
手
に
入
り
や
す
く

な
っ
て
き
た
今
、
私
た
ち
が
議
会
の
図
書

館
と
し
て
何
か
す
る
意
味
っ
て
何
な
ん
だ

ろ
う
っ
て
こ
と
を
時
々
考
え
た
り
。
国
会

の
調
査
依
頼
の
回
答
や
議
会
資
料
の
提
供

な
ど
諸
々
あ
る
中
で
。
う
ま
く
言
え
な
い

ん
で
す
が
。

会
議
録
っ
て
非
常
に
静
的
な
記
録
で
す

が
、
そ
こ
に
息
づ
く
人
た
ち
が
い
る
。
当

た
り
前
な
ん
で
す
け
ど
、
議
員
と
か
、
い

ろ
い
ろ
な
人
が
そ
こ
に
い
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
実
際
、
空
間
が
あ
っ
て
、
歩
い
て

て
。
そ
れ
を
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
体
感

す
る
。
今
回
の
展
示
で
も
そ
う
い
う
の
が

伝
わ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

あ
と
は
日
記
の
電
子
展
示
会
を
準
備
し
て

い
ま
し
て
。専
門
家
の
原
稿
を
集
め
た
り
、

新
た
に
５
万
コ
マ
く
ら
い
の
日
記
資
料
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、
今
ま
で
複
製
が
な
く

敷
居
が
高
か
っ
た
も
の
を
中
心
に
ネ
ッ
ト

上
で
提
供
し
ま
す
。
40
人
分
く
ら
い
。
こ

れ
も
、
チ
ー
ム
で
共
同
作
業
で
や
っ
て
い

て
、
外
部
の
先
生
方
も
た
く
さ
ん
原
稿
を

書
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

画
期
的
な
電
子
展
示
会
で
す
ね
。
そ
の
当

時
の
公
的
立
場
に
あ
る
人
っ
て
、
見
ら
れ

る
こ
と
を
想
定
し
て
書
い
て
い
る
ん
で
す

か
？

例
え
ば
原
敬
だ
っ
た
ら
残
す
た
め
に
書
い

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
ら
れ
る

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
人
は
い
る
か
な

と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
。
単
純
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
中
心
に
書
く
人
も
い
た
り
、
自

分
の
家
族
に
つ
い
て
け
っ
こ
う
触
れ
て
い

る
人
も
い
た
り
、
も
ら
っ
た
お
手
紙
に
つ

い
て
書
く
人
も
い
た
り
、い
ろ
い
ろ
で
す
。

資
料
に
は
書
簡
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
憲
政
資
料
の
寄
贈
者
、
寄
託
者
の

方
に
お
手
紙
を
書
く
こ
と
も
多
い
ん
で
す

か
？

名
前
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け

ど
、
私
は
手
紙
を
書
く
こ
と
は
好
き
か
も

し
れ
な
い
で
す
。
小
さ
い
頃
は
暑
中
見
舞

い
と
か
書
く
の
好
き
で
。
都
度
、
俳
句
と

か
も
添
え
て
。

小
さ
い
時
か
ら
⁉　

そ
れ
は
す
ご
い
‼ 

今
だ
っ
た
ら
恥
ず
か
し
く
て
絶
対
詠
め
な

い
し
、
知
識
も
皆
無
で
す
。
他
愛
な
い
も

の
で
す
よ
、
蝉
が
と
か
、
何
か
そ
ん
な
感

じ
。

今
は
メ
ー
ル
と
か
便
利
な
反
面
、
人
と
人

と
の
生
身
の
付
き
合
い
み
た
い
な
も
の
が

減
り
が
ち
で
す
ね
。

資
料
に
ご
家
族
と
か
ご
子
孫
の
方
が
強
い

思
い
を
込
め
ら
れ
て
い
る
と
き
っ
て
あ
る

と
思
う
ん
で
す
よ
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は

正
直
、
い
ろ
い
ろ
お
預
か
り
し
て
い
る
も

の
の
一
部
。
で
も
お
う
ち
の
方
に
と
っ
て

は
大
事
な
一
点
。
国
の
機
関
だ
か
ら
預
け

て
く
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
の
こ

と
で
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の
方
に

と
っ
て
は
本
当
に
大
事
な
も
の
だ
し
、
惜

し
い
も
の
な
ん
で
す
よ
ね
。
む
し
ろ
大
事

だ
か
ら
手
放
さ
れ
る

み
た
い
な
と
こ
ろ
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

ご
子
孫
が
見
学
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
が
す

ご
い
う
れ
し
く
て
。

こ
の
前
、
47
年
ぶ
り

の
寄
贈
と
い
う
の
が

あ
り
ま
し
た
。
お
父

様
が
ご
寄
贈
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
代

替
わ
り
さ
れ
て
追
加
資
料
と
か
が
出
て
き

て
。「
顧
み
れ
ば
お
父
様
か
ら
資
料
を
お

預
か
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
五
十
年

近
く
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
手

紙
を
書
き
な
が
ら
、
時
間
が
長
い
な
と

思
っ
て
（
笑
）。

そ
の
時
、
ま
だ
自
分
生
ま
れ
て
い
な
い
し

（
笑
）。

こ
ち
ら
は
代
替
わ
り
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け

ど
、
先
様
は
代
替
わ
り
。
憲
政
資
料
室
も

ま
た
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
ん

だ
、
っ
て
い
う
こ
と
を
思
い
ま
す
。

（上）寄贈者のご家族やご知人、仲介者の方々と、NDL東京本館の模型の前で。

（下）三島通庸関係文書の冊子複製版を手に。憲政資料室にて。
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令
和
２
年
２
月
20
日
、
関
西
館
に
新
し
い
建

物
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
名
も
「
書
庫
棟
」。

そ
の
名
称
が
示
す
よ
う
に
「
書
庫
」
が
メ
イ
ン

の
建
物
で
、
増
加
し
続
け
る
当
館
の
資
料
を
収

蔵
す
る
上
で
重
要
な
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

書
庫
棟
建
設
の
第
一
歩
は
、
約
６
年
前
に
設

計
業
務
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。設
計
会
社
、

設
計
業
務
を
委
任
し
た
国
土
交
通
省
近
畿
地
方

整
備
局
と
当
館
と
で
、
様
々
な
検
討
事
項
に
つ

い
て
、
毎
月
の
定
例
会
議
で
熱
く
議
論
し
ま
し

た
。
立
場
は
違
っ
て
も
、
書
庫
が
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い
施
設
で
あ
る
こ

と
を
出
席
者
全
員
が
十
分
理
解
し
て
い
て
、「
良

い
書
庫
を
造
る
た
め
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
私

は
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、
建
物
の
設
計
に
携
わ
る
の
は
初
め
て

で
、
会
議
で
交
わ
さ
れ
る
言
葉
も
初
め
て
聞
く

専
門
用
語
が
多
く
、
み
な
さ
ん
の
足
を
引
っ

張
っ
て
ば
か
り
で
し
た
が
、優
し
く
支
え
ら
れ
、

必
要
な
要
件
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
色
々
な
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

約
２
年
を
か
け
た
設
計
業
務
が
終
わ
る
と
、
工

事
発
注
手
続
き
期
間
を
経
て
、
敷
地
の
掘
削
を
手

始
め
に
３
年
半
に
お
よ
ぶ
工
事
の
始
ま
り
で
す
。

　

搬
出
す
る
土
は
約
15
万
㎥
に
も
な
り
、
残
土

の
リ
サ
イ
ク
ル
が
課
題
の
一
つ
で
し
た
。
近
隣

で
工
事
の
予
定
が
あ
る
と
聞
け
ば
、「
良
質
の

土
は
ご
入
用
で
は
な
い
で
す
か
？
」
と
国
や
地

方
自
治
体
等
に
「
営
業
」
し
ま
し
た
が
、
受
入

れ
条
件
が
合
わ
ず
に
断
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、

決
し
て
順
調
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
粘
り
強
く
交
渉
し
た
結
果
、
一
部
を
河
川

改
修
工
事
や
国
道
建
設
工
事
等
で
有
効
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
搬
出

作
業
で
使
用
さ
れ
た
車
両
は
、
延
べ
約
３
万
台

に
も
お
よ
び
ま
す
。

　

そ
の
後
、
基
礎
工
事
→
鉄
骨
の
組
み
上
げ
→

外
装
工
事
→
内
装
工
事
と
工
事
は
順
調
に
進
捗

し
ま
し
た
。

　

工
事
が
開
始
さ
れ
て
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良

さ
は
健
在
で
、
毎
年
10
月
に
は
、
工
事
関
係
者

が
集
ま
り
、
ド
ロ
ー
ン
で
集
合
写
真
を
撮
影
す

る
の
が
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
集
合
写
真

の
お
か
げ
（
？
）
で
、
現
場
の
一
体
感
が
年
々

強
ま
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
書
庫
棟
が
完
成
し
た
あ
と
、
関
西

館
は
工
事
前
の
静
け
さ
を
取
り
戻
し
ま
し
た

が
、
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
工
事

関
係
者
の
み
な
さ
ん
は
、
各
地
の
新
し
い
現
場

に
行
か
れ
て
し
ま
い
、
自
分
だ
け
が
取
り
残
さ

れ
た
寂
し
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
６
月
下
旬
か
ら
資
料
の
移
送
・
移

転
作
業
が
開
始
さ
れ
、
書
庫
棟
の
書
架
が
資
料

で
埋
ま
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
い
る
と
、
書
庫

棟
が
書
庫
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
見
届
け
る

の
が
工
事
関
係
者
の
熱
い
想
い
を
受
け
継
ぐ
こ

と
に
な
る
と
信
じ
て
、気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、

移
送
・
移
転
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（

関
西
館
総
務
課　

鷹
フ
ァ
ン
）

チームワークの賜物
関西館「書庫棟」誕生！

上から着工1年目、3年目。
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昨
年
は
古
典
籍
フ
ァ
ン
に
は
嬉
し
い
年
で

あ
っ
た
。「
特
殊
文
庫
の
古
典
籍
―
知
の
宝

庫
を
め
ぐ
り
珠
玉
の
名
品
と
出
会
う
―
」
と

い
う
企
画
の
も
と
大
東
急
記
念
文
庫
（
五
島

美
術
館
）、
東
洋
文
庫
、
斯
道
文
庫
、
金
沢

文
庫
、
静
嘉
堂
文
庫
の
連
携
展
示
が
開
催
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
創
立
70
周
年
を

迎
え
た
大
東
急
記
念
文
庫
の
展
示
は
、
四
部

に
分
け
、
半
年
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

本
書
は
、
そ
の
第
３
部
の
展
示
「
書
誌
学
展

Ⅰ　

経
籍
訪
古
志
の
名
品
を
中
心
に
」
の
図

録
で
あ
る
。

　

狩
谷
棭え
き
さ
い斎
、『
経け
い
せ
き籍
訪ほ
う
こ
し

古
志
』
と
い
っ
て

も
、
ピ
ン
と
来
な
い
人
も
多
い
か
も
し
れ
な

い
。
棭
斎
（
１
７
７
５
―
１
８
３
５
）
は
江

戸
時
代
後
期
の
考
証
学
者
。
善
本
を
蒐
集
、

校
勘（
※
）し
、
珍
し
い
資
料
を
手
に
入
れ
摸
刻
し

た
冊
子
や
刷
物
を
作
っ
た
。
そ
し
て
、
棭
斎

が
主
催
し
た
漢
籍
に
関
す
る
研
究
会
の
成
果

を
、
弟
子
た
ち
が
そ
の
遺
志
を
継
い
で
ま
と

め
た
、
当
時
日
本
に
現
存
し
て
い
た
漢
籍
善

本
の
解
題
目
録
が
『
経
籍
訪
古
志
』
で
あ

る
。
棭
斎
と
『
経
籍
訪
古
志
』
は
、
書
誌
学

史
に
名
を
刻
む
稀
代
の
学
者
と
「
日
本
の
江

戸
期
に
お
け
る
書
誌
学
の
一
つ
の
到
達
点
を

示
す
」
書
籍
な
の
で
あ
る
。

　

本
図
録
に
は
棭
斎
の
墓
碑
銘
の
拓
本
、
学

者
間
の
交
流
を
伝
え
る
書
簡
、『
経
籍
訪
古

志
』
稿
本
な
ど
棭
斎
や
弟
子
の
活
動
が
分
か

る
資
料
、
国
宝
『
史
記
』、
重
文
『
論
語
集

解
』・
同
『
白
氏
文
集
』
な
ど
『
経
籍
訪
古
志
』

に
著
録
さ
れ
た
善
本
、
中
国
で
驚
き
を
も
っ

て
公
刊
さ
れ
た
清
版
『
経
籍
訪
古
志
』
な
ど

が
並
ぶ
。
選
び
ぬ
か
れ
た
展
示
資
料
に
は
写

真
と
と
も
に
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
棭
斎
に
よ
る
、
書
を
学
ぶ
に
は
真
跡
に

次
い
で
拓
本
が
望
ま
し
い
が
小
野
道
風
「
絹

地
切
」
摸
刻
に
関
し
て
は
拓
本
に
は
欠
け
る

筆
勢
が
う
か
が
え
る
と
の
考
察
、
真
福
寺
所

蔵
の
『
漢
書
』
は
欠
画
（
天
子
な
ど
の
名
に

用
い
ら
れ
た
字
の
画
を
略
す
こ
と
）
に
よ
り

唐
鈔
本
と
判
断
し
た
見
解
な
ど
が
紹
介
さ
れ

る
。
棭
斎
旧
蔵
の
明
版
『
史
記
』
が
棭
斎
門

下
の
岡
本
況
斎
に
引
き
継
が
れ
た
後
、
況
斎

が
所
持
し
て
い
る
う
ち
に
、
先
に
門
人
木
村

正
辞
が
印
を
捺
す
こ
と
で
、
さ
ら
に
死
後
正

辞
に
譲
る
証
と
し
た
逸
話
も
、
後
学
の
棭
斎

へ
の
敬
慕
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
は
な
い

か
。
図
録
を
読
み
進
む
と
、
棭
斎
や
門
人
の

み
な
ら
ず
、
展
示
担
当
者
の
棭
斎
や
書
物
へ

の
思
い
ま
で
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
思
い
が
あ

れ
ば
こ
そ
、
漢
籍
の
書
誌
学
と
い
う
地
味
だ

が
重
厚
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
展
示
企
画

を
練
り
上
げ
、
図
録
を
作
成
し
得
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

な
お
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
な
ど
の
お

宝
か
ら
近
藤
勇
の
短
冊
と
い
っ
た
珍
品
ま

で
展
示
し
た
第
１
部
「
大
東
急
記
念
文
庫

の
精
華
」、
鑑
真
の
伝
記
『
唐
大
和
上
東
征

伝
』
や
陽
明
学
の
祖
、
王
陽
明
の
筆
跡
な
ど

を
展
示
し
た
第
２
部
「
海
外
と
の
交
流
」、

同
文
庫
に
縁
の
深
い
書
誌
学
者
川
瀬
一
馬

（
１
９
０
６
―
９
９
）
の
業
績
に
即
し
て
五

山
版
や
古
活
字
版
な
ど
の
逸
品
を
展
示
し
た

第
４
部
「
書
誌
学
展
Ⅱ　

近
代
そ
し
て
現
代

へ
」
の
図
録
は
残
念
な
が
ら
刊
行
さ
れ
て
い

な
い
。
だ
が
、
村
木
敬
子
・
長
田
和
也
両
氏

が
「
大
東
急
記
念
文
庫　

七
十
年
の
歩
み
と

こ
れ
か
ら
」（『
書
物
学
』
16
）
に
全
四
部
の

概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。
併
せ
て
一
読
を
お

勧
め
し
た
い
。

（
大
沼 

宜
規
）

狩谷棭斎と経籍訪古志
大東急記念文庫所蔵の漢籍から
五島美術館大東急記念文庫 編集・発行
2019.6　24p　21cm
<請求記号 Y93-M2585>

※諸本を比較し本来の本文を復元すること。
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国
際
子
ど
も
図
書
館
開
館
20
周
年
記
念
展
示
会

「
平
成
を
彩
っ
た
絵
本
作
家
た
ち
」

　　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
が
開

館
20
周
年
に
当
た
る
こ
と
を
記
念
し
、
９
月
29
日
（
火
）
か
ら

12
月
27
日（
日
）ま
で
、展
示
会「
平
成
を
彩
っ
た
絵
本
作
家
た
ち
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
歩
み
と
と
も
に

あ
っ
た
平
成
の
時
代
に
活
躍
し
た
日
本
の
絵
本
作
家
35
名
に
焦

点
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
が
生
み
出
し
た
絵
本
を
通
し
て

平
成
を
振
り
返
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
昭
和
に
刊
行
さ
れ
、
平

成
で
も
親
し
ま
れ
た
絵
本
、
東
日
本
大
震
災
を
始
め
と
す
る
平

成
の
震
災
を
扱
っ
た
絵
本
な
ど
も
取
り
上
げ
ま
す
。

　

個
性
豊
か
な
数
々
の
絵
本
か
ら
、
平
成
と
い
う
時
代
の
多
様

性
の
一
端
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
開
催
期
間　

９
月
29
日
（
火
）
～
12
月
27
日
（
日
）

　

※
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日
、
毎
月
第
３
水
曜
日
（
資
料
整

理
休
館
日
）
は
休
館

　

※
開
催
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
に
つ

い
て
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 

～ 

17
時

○
会
場 

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
３
階 

本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

第
22
回
図
書
館
総
合
展
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
参
加

し
ま
す

　

11
月
１
日
（
日
）
か
ら
11
月
30
日
（
月
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
さ
れ
る
「
第
22
回
図
書
館
総
合
展
」
に
、
国
立
国
会
図
書
館

も
参
加
し
ま
す
。

　

図
書
館
総
合
展
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
、
国
立
国
会
図
書
館

の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に
次

の
フ
ォ
ー
ラ
ム（
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
形
式
）を
開
催
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
正
式
版
公
開
～
書
籍
等
分
野

の
連
携
及
び
利
活
用
拡
大
に
向
け
て
」

○
日
時　

未
定
（
11
月
４
日
（
水
）
～
11
月
６
日
（
金
）
の
１
日
（
所

要
90
分
）
の
予
定
）

○
お
申
込
み
方
法
は
、
後
日
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

総
務
部 

総
務
課 

広
報
係

　

電
話　

０
３
（
３
５
８
１
）
２
３
３
１
（
代
表
）

関
西
館
へ
の
資
料
移
送
に
伴
う
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

　　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
日
々
増
え
続
け
る
資
料
を
適
切
な

環
境
で
保
存
し
、
書
庫
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
東
京
本
館
所
蔵
資
料
の
一
部
を
定
期
的
に
関
西
館
に
移
送

し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
左
記
の
資
料
を
移
送
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
利
用
を
休
止
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

①
移
送
対
象
資
料

　

東
京
本
館
所
蔵
の
ア
ジ
ア
地
域
発
行
洋
新
聞
（
請
求
記
号
：
Ｚ
91

で
始
ま
る
も
の
）：
約
１
９
０
タ
イ
ト
ル
約
１
７
，
５
０
０
冊

②
利
用
休
止
期
間

　

９
月
19
日
～
11
月
24
日
（
予
定
）

　

※
利
用
休
止
中
の
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
の
所

蔵
一
覧
画
面
に
「
作
業
中
」
と
表
示
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
移
送
後
の
利
用

　

関
西
館
で
利
用
可
能
で
す
。
製
本
さ
れ
て
い
る
新
聞
に
つ
い
て
は
、

東
京
本
館
に
取
り
寄
せ
て
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

資
料
の
状
態
に
よ
っ
て
は
取
寄
せ
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

④
問
合
せ
先

　

・
11
月
24
日
ま
で

　
　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

図
書
館
資
料
整
備
課 

新
聞
係

　
　

０
３
（
３
５
８
１
）
２
３
３
１
（
代
表
）

　

・
11
月
25
日
以
降

　
　

関
西
館 

ア
ジ
ア
情
報
課 

総
括
係

　
　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
２
０
０
（
代
表
）

展示会「平成を彩った絵本作
家たち」ちらし

第
22
回
図
書
館
総
合
展
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）（
主
催
：
図
書
館

総
合
展
運
営
委
員
会
）

・
期
間　

11
月
１
日
（
日
）
～
11
月
30
日
（
月
）

　

コ
ア
タ
イ
ム　

11
月
４
日
（
水
）
～
11
月
６
日
（
金
）
９
時
～
18
時

・
会
場　

オ
ン
ラ
イ
ン
／
図
書
館
総
合
展
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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令
和
２
年
度
ア
ジ
ア
情
報
研
修

　

ア
ジ
ア
情
報
の
収
集
・
提
供
に
関
す
る
ス
キ
ル
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
情
報
関
係
機
関
間
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
令
和
２
年
度
ア
ジ
ア
情
報
研
修
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
と
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
26
日
（
木
）
～
27
日
（
金
）

○
会
場　

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
（Cisco W

ebex M
eetings

）
に

よ
る
リ
モ
ー
ト
開
催

○
対
象　

各
種
図
書
館
、
調
査
・
研
究
・
教
育
機
関
、
中
央
省
庁
・

地
方
公
共
団
体
等
に
属
す
る
方
、
大
学
院
生
等
。

　

＊
主
に
日
本
語
・
英
語
の
情
報
源
を
扱
い
ま
す
。　

○
定
員　

20
名
（
原
則
、
１
機
関
に
つ
き
１
名
）。
応
募
多
数
の
場
合

は
調
整
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

イ
ン
ド
の
こ
と
を
調
べ
よ
う
！　

～
法
令
・
政
府
情
報

と
統
計
を
中
心
に
～

○
内
容
（
予
定
）

11
月
26
日
（
木
）
13
時
15
分
～
17
時
25
分

　

科
目
①
「
イ
ン
ド
の
法
令
・
政
府
情
報
を
調
べ
る
」（
関
西
館 

ア
ジ

ア
情
報
課
）

　

講
演
「
イ
ン
ド
情
報
の
入
手
方
法
」（
講
師　

堀
本
武
功
氏
（
岐
阜

女
子
大
学
客
員
教
授
、
公
益
財
団
法
人
日
印
協
会
イ
ン
ド
研
究
セ

ン
タ
ー
上
席
研
究
員
）　　
　

11
月
27
日
（
金
）
９
時
45
分
～
12
時
15
分　

　

科
目
②
「
イ
ン
ド
の
統
計
を
調
べ
る
」（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
学
術

情
報
セ
ン
タ
ー 

図
書
館
情
報
課
）

＊
「
科
目
①
」
及
び
「
科
目
②
」
は
、
実
習
を
行
い
ま
す
。

＊
受
講
者
の
方
に
は
、
事
前
課
題
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料
。
た
だ
し
通
信
費
等
は
受
講
者
に
ご
負
担
い
た
だ

き
ま
す
。

○
申
込
方
法　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
以
下
の
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
ア
ジ
ア
情
報
研
修　

イ
ン
ド
の
こ
と
を
調
べ
よ
う
！　

～
法
令
・

政
府
情
報
と
統
計
を
中
心
に
～
」

　

https://w
w

w
.ide.go.jp/Japanese/Event/Library/20201126_

kensyu　

　

＊ 

申
込
受
付
後
に
お
送
り
す
る
確
認
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、

左
記
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

10
月
11
日
（
日
）

　

＊ 

参
加
の
可
否
は
、
10
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー 

図
書
館
情
報
課 

情
報
サ
ー
ビ
ス
班　

　

電
話　

０
４
３
（
２
９
９
）
９
７
１
６

　

電
子
メ
ー
ル　

alislib@
ide.go.jp

令
和
元
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
公
表
し

ま
し
た

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
提
供
す
る
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
改

善
す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
々
に
対
す
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

年
で
実
施
し
ま
し
た
（
有
効
回
答
数
：
３
４
６
６
件
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
の
改
善
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

○
ア
ン
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ー
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ー
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会
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立
国
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書
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利
用
者
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ン
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ー
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令
和
元
年
度
利
用
者
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ン
ケ
ー
ト
結
果

○
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務
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評
価
係

　

電
子
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国
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策
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ナ
ー
報
告
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雇
用
と
賃
金
を
考
え
る
―
労
働
市
場
と
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
証
拠
に

基
づ
く
政
策
形
成
）
―
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最
低
賃
金
引
上
げ
は
格
差
と
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困
を
是
正
す
る
か
？

　

最
低
賃
金
は
有
効
な
貧
困
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策
か
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日
本
の
貧
困
の
現
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低
賃
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図
書
館
児
童
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学
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続
講
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講
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「
絵
本
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ら
ヤ
ン
グ
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ダ
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ト
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学
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児
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ヤ
ン
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広
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ぐ
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幼
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立
国
会
図
書
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供
す
る
デ
ー
タ
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ー
ス
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介
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ど
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探
す
に
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フ
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８
３
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相

ス 
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Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
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